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コイル式熱交換器 ブライン用熱交換器 冷却コイル（管径50A）
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真空チャンバー チタン加工部品ジャケット式タンク
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大型スクリーン
完備！会議室のご利用は

ホール・会議室受付 Wi-Fi 完備
福岡市博多区吉塚本町９番１５号
TEL：092-622-0011



D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

� 生産拡大する半導体関連製品

企 業 名 日本ファインテック株式会社
代 表 者 代表取締役　平田 大輔
所 在 地 福岡県宮若市上有木1438-4
T E L ０９４９－３４－７７８０
U R L https//www. j - f inetech .co . jp
従 業 員 417人（2025年１月現在）
事業内容 半導体、FPD、電子デバイス、医療機器や自動車分野の装置・生産設備などの開発、

製造、販売

日本ファインテックは、半導体や電子デバイス、医療機器
などを生産する設備の装置メーカーです。設計から部品加工
と購入手配、ならびに組み立て・調整、さらに現地での据え
付けまでと、一貫体制で装置づくりをおこなっています。取
引拡大では顧客の紹介やあっせん、商談へのアドバイスなどで
（公財）福岡県中小企業振興センターを積極的に活用。今後、
半導体や自動車関連だけでなく航空宇宙分野への進出を目指
しています。

日本ファインテック株式会社
（宮若市）

No.116
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Hello,Company! No.116

M E S S A G E 経営者の声

半導体関連製品の取引拡大を見据え、工場増設
日本ファインテック

は、宮若市に本社と開
発・装置製造をする宮
若工場を置き、岡垣町
に機械加工と検査を受
け持つ岡垣工場があり
ます。顧客から求めら
れる高速搬送装置や検
査装置、さまざまな加工、組立装置を生産するなか、
台湾積体電路製造（TSMC）の熊本県進出を背景にした
九州の半導体関連産業の活況を見据えて、2022年度
に約20億円を投じて宮若と岡垣の両工場に新棟を建
設。特に宮若工場は床面積約1000、及び約2000平方
メートル規模の組み立て用大型クリーンルームの計３
室体制が整い、半導体関連向け製品の増産体制を構築
しました。

マッチングサイトきっかけに生産体制拡大
取引拡大に向けては、協力メーカーを幅広く求める

ため（公財）福岡県中小企業振興センターの企業間取引
情報データベース「フクオカビジネスマッチングサイ
ト」に登録しています。板金や樹脂加工など自社で作

れない加工について企
業の紹介を受けまし
た。福岡県内を含め九
州圏内企業10数社の
紹介を受けることがで
き、「生産体制の拡大
に役立った」（平田大
輔社長）といいます。

そのほか展示会や商談会への参加に対する支援や、大
手取引先との交渉についてのアドバイスも同センター
から受けました。2024年に福岡市内で開かれた「九
州半導体産業展」では福岡県のブースに出展しました。
展示会では航空・宇宙向け試作部品を展示し、手応え
を感じました。また、2025年１月に東京ビッグサイ
ト（東京都江東区）で開催された電子機器の展示会「ネ
プコンジャパン」にも同センターのブースで出展し、
新たなビジネスチャンスをつかみたいと考えています。

独自提案力が強み 航空・宇宙ビジネス参入目指す
技術開発企業としての強みは、独自提案力です。

OEM（相手先ブランド）生産をする中、カスタム装置
は、顧客仕様に独自提案もおこなって要望以上に仕上
げます。納期や品質を徹底した管理体制と環境（クリー
ンルーム）、さまざまな測定機器を活用し顧客満足に
応えます。

特に注力しているのはオリジナル装置です。半導体
ウエハリング供給高速テーピング装置は改良を重ね、
生産性と品質の向上をはかりました。国内大手電子部
品メーカーに納めているチップコンデンサー製造装置
は、大きさがシャープペンの芯ほどの電子部品の製造
に寄与しています。

将 来 を 見 据 え てFAIN
（ファイン、福岡県航空機
産業研究会）にも入会しま
した。2022年には、航空
宇宙産業における品質管理
のJIS規 格「JIS Q 9100」
の認証も取得し、今後は航
空・宇宙ビジネス参入も目
指します。

進化する顧客の製品に対して当社の技術がきちんと適合し、次代のニーズをいち早くキャッチアッ
プしてトライし続けるためには、技術の絶え間ない研さんが必要です。今後、展示会や商談会など
を通じて、自信作である半導体ウエハリング供給高速テーピング装置をはじめ、航空・宇宙産業は
取り引きが見込めそうなお客さまとのコンタクトを積極的に取っていく考えです。

平田 大輔
代表取締役

次代のニーズをつかみ、
先端産業に挑戦を続ける

〈お問い合わせ〉　情報取引推進課　TEL：092-622-6680

独自開発のウエハリング供給
テーピング装置「NEXUS」

展示会にも展示した大手電子部品メー
カー向けマイクロメートルサイズの
チップコンデンサーのサンプル品

2022年７月宮若工場新棟に竣工した
クリーンルーム
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D A T A 企業概要

ふくおか の
元気な企業を訪ねて。

Hello,
Company!

� 納骨壇製造は1990年代。納骨壇製造の先駆けとなった

企 業 名 株式会社髙野思考設計
代 表 者 代表取締役　髙野 隆

所 在 地 福岡市南区若久２丁目26番６号

T E L ０９２－５５１－０５６３

U R L https ://www.takanos ikou .com

従 業 員 10人

事業内容 創作納骨壇などの製造販売

髙野思考設計は、デザイン性に優れたオリジナルの納骨壇
を製造、全国の寺院などに提案・販売しています。コロナ禍
以降、葬祭関係の市場規模が縮小し、樹木葬といった埋葬や
墓じまい、永代供養など供養の在り方も変わるなかで、故人
の遺骨を納骨壇に納めるための箱「骨BOX（コツボックス）」
を新たに開発しました。将来を見据えた自社経営の安定化と
事業拡大に向けては、（公財）福岡県中小企業振興センターの
「福岡県経営強化改善提案制度」も利用し、経営強化に取
り組んでいます。株式会社髙野思考設計

（福岡市南区）

No.117
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Hello,Company! No.117

M E S S A G E 経営者の声

美しさと安心感が得られる
納骨壇・骨BOX

オリジナル納骨壇は、創業者である工業デザイナー
の髙野公男会長が全体をデザインします。納骨壇扉絵
のデザインは、会長の娘でデザイナーの舞さんが紅葉
や蓮（はす）などの絵を元にコンピューターグラフィッ
クス（CG）を使って、扉絵全面が一枚の美しいふすま絵
のようにデザインしています。髙野会長は「見た瞬間
に歓声があがるような美しい納骨壇」と胸を張ります。

2021年は骨BOXを発売。アルミニウム製の直方体
で納骨壇に整然と
納骨でき、「故人
をしのび、きちん
と供養したいとい
う思いに応える安
心感が得られる納
骨壇」（髙野隆社
長）と強調します。

県の経営強化改善提案制度を活用
その一方でコロナ禍以降、葬祭関係の市場縮小や

故人の供養についても在り方が変わってきました。
1993年に納骨壇メーカーとして創業した同社も「経
営の改善や強化に取り組み、安定経営や事業拡大を目
指す必要性に迫られた」（髙野会長）といいます。

そこで2024年に福岡信用金庫中尾支店の紹介で福
岡県経営強化改善提案制度に申し込みました。同信用
金庫では、経営改善提案制度であぶりだされた当社の
経営課題や潜在能力に基づき、経営改善計画策定や伴
走支援などの支援強化につなげています。さらに、改
善提案制度で指摘された経営の考え方をはじめ工場の

整理整頓、パ
ソコンの活用
などの改善提
案に取組むこ
とで、髙野会
長は「改善効
果が見えてき
た」と手ごた
えを感じてい
ます。

量産体制構築や販売代理店の
導入で事業拡大へ

今後は安定した収入モデルを確立し、利益率を高め
る経営を目指します。「高級納骨壇については自社生
産を続け、今後も独自性と高品質を維持する」（髙野
社長）といいます。一方で大手納骨壇メーカーとの技
術提携による量産体制の構築や販売代理店をつくるこ
とによる事業拡大策も進め、「専門家のアドバイスも
あって大きく前進した」（同）と安どしています。知的
財産権も注力します。
同センターの知的財
産支援センターに骨
BOXの模倣対策を相
談し、デザインなど意
匠権を出願しました。
2024年11月 期 の 売
上高は約１億2000万
円。これを「１年後に
は２～３倍に引き上げ
る計画です」（同）。

髙野 公男 会長

1970年代後半、地元家電メーカーの現役工業デザイナーとして活躍していた頃は、ラジオやテ
レビなどのヒット商品のデザインに携わりました。独立後はオーダーメイドのシステムキッチンをデザ
インしました。こうした経験や実績が独自の納骨壇のデザインに生かされていると考えています。納
骨壇はお寺さまの要望を細かくうかがい、希望の形に沿ったデザインになるように納得いただくまで
何度でも話し合いを重ねます。その後は専門の職人が制作し、きめ細かで安らぎがある納骨壇を実
現しています。お寺さまの「想い」を刻み込んだ納骨壇の制作を目指しています。

市場環境の変化に対応し、
新製品開発、経営改善強化

〈お問い合わせ〉　企画調整課　TEL：092-622-5432

2021年に考案した「骨BOX」遺骨を
粉状に加工して収める

「環境の変化に対応して新製品開発、経営改善に
取り組む」と意気込む髙野公男会長（写真右）と
髙野隆社長

納骨壇扉絵は隆社長の妹の舞さんが担当する
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グラフdeふくおか

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html

福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html

人材の確保状況

不足している人材

人材育成の取組状況 人材育成の取組を妨げる要因

不足している職種

中小企業の経営基盤の強化
人材育成

中小企業における人材育成は、人口減少が進む中、競争力強化や生産性向上だけでなく、事業継続の観点からも重要な取組
です。本県が実施したアンケート※１では、人材の確保状況について、49.3％が「不足」又は「やや不足」、49.7％が「適切」
と回答しました。「不足」又は「やや不足」と回答した企業においては、不足している人材として「即戦力（業界経験者）」が最
も多く、生産年齢人口の減少や企業間における人材獲得競争の激化が要因と考えられます。また、人材育成については「特に
行っていない」が多く、人材育成の取組を妨げる要因として、「指導・育成を行う能力のある社員がいない、もしくは不足して
いる」という指導者側の要因や、「社員が多忙で、教育を受けている時間がない」という職場環境に係る要因が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,160社　　　実施時期：令和５年７月～８月

中小企業における人材育成は、人口減少が進む中、競争力強化や生産性向上だけでなく、事業継続の観点からも重要な取組
です。本県が実施したアンケート※１では、人材の確保状況について、49.3％が「不足」又は「やや不足」、49.7％が「適切」
と回答しました。「不足」又は「やや不足」と回答した企業においては、不足している人材として「即戦力（業界経験者）」が最
も多く、生産年齢人口の減少や企業間における人材獲得競争の激化が要因と考えられます。また、人材育成については「特に
行っていない」が多く、人材育成の取組を妨げる要因として、「指導・育成を行う能力のある社員がいない、もしくは不足して
いる」という指導者側の要因や、「社員が多忙で、教育を受けている時間がない」という職場環境に係る要因が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,160社　　　実施時期：令和５年７月～８月

注：人材の確保について「不足・やや不足」と回答した571社を対象。

注：1,160社を対象（複数回答可）

注：人材育成の取組状況について「特に行っていない」と回答した480社を対象（複数回答可）

出所：福岡県商工政策課アンケート調査（令和５年７月～８月）より作成　　　調査対象：県内中小企業1,160社
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Bridgeworks International （H.K.） Limited
～香港を拠点に日本とアジアを繋ぎ、海外進出及び事業運営をサポート～

はじめに
　福岡市出身の児島氏
は、大学卒業後に日本
国内の大手電機メー
カーでキャリアをスター
トさせ、その後香港に
渡り、現地法人の管理
職として事業運営に携
わる中で、多文化環境
におけるビジネスの複雑
さと可能性を実感したと

いう。
以降、児島氏は日系大手企業や新興企業、外
資系企業で現地組織のマネジメントやアジア各地
の市場開拓に従事し、幅広いビジネス経験を積み
重ねた。
その過程で、資金や人材に恵まれる大企業と異
なり、限られたリソースの中で海外進出や事業展
開に挑む中堅・中小企業にとっては、豊富な現地
経験と戦略的知見を持つ外部専門家の支援が成
否を決定づける重要な要素であることを強く認識す
るようになり、現場の課題解決に特化したサービ
スを提供する同社を設立する原動力となった。

海外進出支援：
事業課題に応じた柔軟なアプローチ
日本企業が海外で事業展開をする際に、現地経
営を自社で直接運営する方法があり、この手法は
自社で管理体制を構築しやすく、情報収集や内部
統制も容易であるが、現地事務所経費や、現地の
職場文化や商慣行への適応に時間がかかる点が課
題となる。
一方、現地のパートナーに事業運営を一任する
方法では、コストを抑えられるメリットがあるが、
情報の透明性が低く管理不足によるリスクが高ま
る傾向がある。
同社では、こうした従来の方法に代わる柔軟な
進出支援を提供している。
具体的には、シェアオフィスや業務のアウトソー

シングを活用しながら、事業の実態に合わせて運
営コストの最小化を図るカスタムソリューションを
提案しているという。
また、マネジメントや事業運営については、業務
の棚卸しを行った上で同社が一部業務を受託し、
進出時のリスクを低減するとともに具体的な運営課
題に対応している。
さらに、このようなコスト効率の高いオペレー

ションは、事業所の縮小や部分的撤退といった「撤
退戦略」の局面でも活用可能であり、コストを抑
えつつ再起や再進出を図るための実践的な選択肢
となっている。

香港のビジネス環境とその可能性
近年の社会情勢を受け、日本企業の間では香港

への印象が揺らいでいるが、実際のビジネス環境
は依然として安定しており、国際ビジネス拠点とし
ての強みを保持している。
スイス国際経営開発研究所（IMD）の「世界競争
力ランキング2024」では、香港が前年の７位から５
位に順位を上げ、フレーザー・インスティテュートの
「世界の経済自由度2024」でも世界トップを維持し
ており、これらの国際的な評価は、香港が引き続き優
れたビジネス環境を提供していることを示している。
香港の優位性は、低い法人税率や配当金・キャピ

タルゲイン非課税といった税制面、自由な資金移動
や米ドルペッグ制、人民元オフショア市場といった
国際金融センターとしての強みにある。加えて、グ
ローバル人材の確保や日本やアジア諸国への良好
なアクセスも企業にとって大きな利点である。
同社は、こうした香港の優位性を最大限に活か

し、顧客企業の事業計画に最適化したスキームを提
案することで、香港を国際取引や財務統括の拠点と
して効果的に活用する戦略の支援を目指している。

児島氏の地元福岡への想い
今年で香港在住25年目を迎えた児島氏は、地
元福岡との結びつきのありがたさを改めて実感し、
近年は福岡とのつながりをより意識した活動に力を
入れている。
福岡県中小企業診断士協会に所属し、海外ビ

ジネス支援研究会で活動する一方、九州大学大学
院で少子高齢化社会におけるシニア人材活用を
テーマに研究を進めている。
また、夏にはできる限り時間をつくって帰省し、
伝統行事である「博多祇園山笠」に舁き手として
参加し、地元との絆を一層深めているそうだ。
児島氏は、「福岡とアジアを強力に繋ぐコネク

ターとして、地元経済に貢献したい」という強い思
いを胸に、今後も意欲的に事業展開を進めていき
たいと語る。

〈会社概要〉
企 業 名：Bridgeworks International （H.K.） Limited
代 表 者：児島康（Managing Director）
所 在 地：11/F, 244-248 Des Voeux Road Central, 

Sheung Wan, Hong Kong
電 　 話：+852 6077 2760
メ ー ル：inquiry@bridgeworks.com.hk
Ｕ Ｒ Ｌ：https://bridgeworks.com.hk
主な事業内容：
•在香港企業へのビジネスコンサルティング、事業運営支援
•日本企業の海外進出・事業拡大支援
•香港・中国企業の日本事業展開支援

香港を拠点に、日本と香港、中国及びASEAN市場までを繋ぐ架け橋として、日本企業
の海外進出や現地での事業運営、香港及び中国企業の日本市場への参入支援を手掛ける
コンサルティングファーム、Bridgeworks International （H.K.） Limited。
知見やアドバイスの提供にとどまらず、顧客企業の具体的な事業運営に深く関与する形

で実務的な支援（ハンズオンサポート）を行う点が大きな特徴である。
今回は、同社代表の児島康氏にビジネス環境や具体的な取組みをヒアリングした。

山笠での児島康氏（写真左）
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福岡県では毎年、「中小企業の動向」及び「中小企業施策の実施状況」を取りまとめ、年次報告を作成しています。
本誌では、最新の年次報告から県内中小企業の動向について抜粋して連載します。
※年次報告の全体版はこちら
「中小企業の動向及び令和４年度中小企業振興施策の実施状況」
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/gyosei-shiryo/smepromotion-r4report.html
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不足している人材
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中小企業の経営基盤の強化
人材育成

中小企業における人材育成は、人口減少が進む中、競争力強化や生産性向上だけでなく、事業継続の観点からも重要な取組
です。本県が実施したアンケート※１では、人材の確保状況について、49.3％が「不足」又は「やや不足」、49.7％が「適切」
と回答しました。「不足」又は「やや不足」と回答した企業においては、不足している人材として「即戦力（業界経験者）」が最
も多く、生産年齢人口の減少や企業間における人材獲得競争の激化が要因と考えられます。また、人材育成については「特に
行っていない」が多く、人材育成の取組を妨げる要因として、「指導・育成を行う能力のある社員がいない、もしくは不足して
いる」という指導者側の要因や、「社員が多忙で、教育を受けている時間がない」という職場環境に係る要因が多い状況です。
※１　アンケート調査の概要・・・調査対象：県内中小企業1,160社　　　実施時期：令和５年７月～８月
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注：人材の確保について「不足・やや不足」と回答した571社を対象。

注：1,160社を対象（複数回答可）

注：人材育成の取組状況について「特に行っていない」と回答した480社を対象（複数回答可）

出所：福岡県商工政策課アンケート調査（令和５年７月～８月）より作成　　　調査対象：県内中小企業1,160社
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で実務的な支援（ハンズオンサポート）を行う点が大きな特徴である。
今回は、同社代表の児島康氏にビジネス環境や具体的な取組みをヒアリングした。

山笠での児島康氏（写真左）

07Business Support Fukuoka  2025.2



福岡県中小企業生産性向上支援センター
所在地：福岡市博多区吉塚本町13番50号

福岡県吉塚合同庁舎１Ｆ
ＴＥＬ：092-292-8890／ＦＡＸ：092-292-8688
ＵＲＬ：https://www.f-seisanseikojo.jp
E-mail：info@f-seisanseikojo.jp

■企業情報
社 名：株式会社 梅園菓子処
住 所：福岡県太宰府市宰府2-6-16
ＴＥＬ：092-922-4058  
Ｈ Ｐ：https://dazaifu-baien.jp/

１．事業内容
　太宰府天満宮参道に昭和23年に創業。社屋は土佐藩の定宿であった泉屋白水楼で、坂本龍馬や
中岡慎太郎も長期滞在したことで知られる。和菓子、干菓子、生菓子等を製造・販売し、保存料や
添加物は使用せず安心・安全に配慮した製造方法で伝統の味を守り続けて現代に伝えている。看板
商品は皇室や太宰府天満宮にも献上。

２．事務業務における課題　
　工場側の問題として、製造工程に手待ちが発生し、手待ち時間の従業員の有効利用ができてない
といった課題がありました。一方で店舗側では、店舗が狭いこともあり混雑しやすく、買いに来たお
客様の対応が疎かになり、お客様が諦めて店を出て行くといった問題がありました。販売方針とし
て、お客様と楽しく会話をしながら商品を選んでいただきリピータを増やすことを進めており、それ
が強みとなりながらも混雑時には対応できない弱みにもなっていました。購入を諦め店を出て行くお
客様をいかに食い止めるかは大きな課題でした。工場側の課題と店舗側の課題を相乗的に解決し、
更に、工場側の製造作業の標準化と多能工化、店舗側の包装作業の標準化と効率化と、多くの課
題を抱えながら、手が付いていない状態でした。

３．課題に対する切り口や取り組み（生産性アドバイザーによる支援活動）
　　最初に工場側、店舗側のそれぞれでビデオ撮影を実施し現状把握に努めました。工場側では、
効率の悪い作業を抽出し、設備導入や標準化による改善を進めました。また、手待ちが多い従業員
を店舗に回し、混雑時に対応待ちのお客様や店舗入りをためらうお客様にもお声がけを行うように
しました。店舗側では、包装等の詳細作業を同じ作業と同じ数量に要する時間測定を複数人に対し
て行い、最も効率的な作業方法を採用し標準作業(トップランナー方式)とし、これを全員でトレーニ
ングすることで多能工の育成を目指しました。他、銘菓の製造復活による利益改善にも取り組みまし
た。県の補助金制度を利用し、工業技術センターの協力の下、干菓子用の乾燥設備の特性調査と導
入を行い、「よろつよ」の約2倍の大きさを持つ「あまくも」の製造の復活に取り組みました。

４．対策による効果　
　乾燥設備が古くなり製造を中止していた銘菓「あまくも」の製造販売が復活したことです。販売は
好調で、適正利益、適正価格で販売できるようになりました。次に、属人性が強かった包装方法を
はじめ従業員の作業が、設備導入や効率的な標準作業を規定することにより均一に生産できるよう
になりました。

５．企業様の声　　
　先代より会社を引継ぎましたが経営状態は芳しくなく、問題点がどこにあるのかどこから手をつけ
れば良いのか手探りで経営改善を進めていました。実際に現場を観てもらい課題を洗い出しPDCA
を回しつつ改善を進めました。引続き、数値に基づいた生産性向上や多能工化に取り組み盤石な経
営基盤を作りたいと思っています。

生産性向上支援事例　～ 株式会社 梅園菓子処 ～
●作業標準化、および工場とバックヤードを問わない多能工化の実施
●新規設備導入と標準化により、一旦途絶えた銘菓の製造を復活
●作業標準化、および工場とバックヤードを問わない多能工化の実施
●新規設備導入と標準化により、一旦途絶えた銘菓の製造を復活

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

＜福岡県中小企業生産性向上支援センター活動状況＞ 令和６年12月末現在
令和４年４月より、デジタル化支援の強化及び新規に宿泊業支援を開始し、現在150企業を支援中です。

生産性向上活動に取り組みませんか？　福岡県中小企業生産性向上支援センター

◆これまでの支援企業数・期間・回数 支援申込み企業
支援完了企業数
支 援 期 間
支 援 回 数

内リピート125社
この中から支援事例紹介
最長35カ月
最長29回

646社
331社
約12カ月
約10回

改善成果の
ポイント

訪問支援回数　19回
（支援期間　27カ月）

改善前のカット作業

改善（設備導入）後のカット作業

フル稼働する乾燥設備

復刻版「あまくも」

Intellectual Property Support Center

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

知財マッチング支援事例　Flower Creation × 株式会社花のチモト

Flower Creation紹介
　Flower Creationの星井　祥染様は、アレンジに不可欠な使い捨て吸水スポンジが大量のプラごみになることを懸念。そ
こで花束がアレンジのように日持ちしたら便利になって用途が広がると考えました。そこで花束の構造が花にダメージを与え
ていることに着目し、研究を積み重ねミラクルデザインブーケ（以下、MDB）として特許と商標を取得しました。

知財マッチング成立に向けて
　生協カタログショッピングにてフラワーギフト商品の紹介事業を展開している星井様は、正月ギフトのMDBを製作していた
だける花屋を模索中に福岡県知的財産支援センターに来訪されました。株式会社花のチモト様にアポイントを取って欲しいと
の依頼があり、星井様に同行いただき花のチモトの中塚社長を訪問しました。
　花のチモト様も正月前だと大量注文も受けやすく新規取引先を探していたこともあり、両社の知財マッチングが成立しま
した。

知的財産支援センターによる支援概要
　星井様より特許実施許諾契約の内容確認の依頼をいただき、内容のご指導をさせていただいただけでなく、花のチモト様
にも利益が得られるビジネス提案書の作成および内容についても併せて行いました。
　特許実施契約の締結（令和６年５月16日）がなされ、知財マッチングの成立に至りました。

関係者インタビュー

Flower Creation ◇所在地：福岡県福岡市中央区薬院2‐2‐17 TEL 090‐7927‐7064
株式会社花のチモト ◇所在地：福岡県福岡市中央区平尾3‐9‐5 TEL 092‐522‐6989

特許流通コーディネーターのコメント（氏名：高橋　啓治）
地域の産業振興において、中小企業の新分野進出・新製品開発は必須といえるが、経営
資源に限りがある中小企業が取り組むにはハードルが高い。その解決策が知財マッチン
グだ。知財マッチング成立のためには、INPIT知財総合支援窓口や知的財産支援センター
などの支援機関が一体となった支援体制の構築が必要だと今回の事例を通して学びまし
た。

花のチモト様
新規事業に取り組みたいと思っていたと
ころにMDBのお話しをいただき、始めま
した。手始めにお正月ギフトを大量注文
いただき、通常の年末多忙時期と重なっ
たこともありましたが、お客様の笑顔を
思い浮かべながら取り組みました。今後
は、来店されるお客様にMDBの良さを
知ってもらいたいと思っています。

Flower Creation 様
MDBの事業を始めたきっかけは、ハウス
テンボスで生花装飾を担当し、その日々の
中で従来の花束やアレンジメントが持つ日
持ちの短さに課題を感じたことがきっかけ
です。
この事業は、花束の価値を高めるだけで
なく、プラスチックごみの削減に寄与する
ことから福岡デザインアワードにも入賞し
ました。（左より）中塚蔵社長、中塚恵様、高橋、星井様

写真内部の花は、花のチモト様製作の
正月ギフトです。
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福岡県中小企業生産性向上支援センター
所在地：福岡市博多区吉塚本町13番50号

福岡県吉塚合同庁舎１Ｆ
ＴＥＬ：092-292-8890／ＦＡＸ：092-292-8688
ＵＲＬ：https://www.f-seisanseikojo.jp
E-mail：info@f-seisanseikojo.jp

■企業情報
社 名：株式会社 梅園菓子処
住 所：福岡県太宰府市宰府2-6-16
ＴＥＬ：092-922-4058  
Ｈ Ｐ：https://dazaifu-baien.jp/

１．事業内容
　太宰府天満宮参道に昭和23年に創業。社屋は土佐藩の定宿であった泉屋白水楼で、坂本龍馬や
中岡慎太郎も長期滞在したことで知られる。和菓子、干菓子、生菓子等を製造・販売し、保存料や
添加物は使用せず安心・安全に配慮した製造方法で伝統の味を守り続けて現代に伝えている。看板
商品は皇室や太宰府天満宮にも献上。

２．事務業務における課題　
　工場側の問題として、製造工程に手待ちが発生し、手待ち時間の従業員の有効利用ができてない
といった課題がありました。一方で店舗側では、店舗が狭いこともあり混雑しやすく、買いに来たお
客様の対応が疎かになり、お客様が諦めて店を出て行くといった問題がありました。販売方針とし
て、お客様と楽しく会話をしながら商品を選んでいただきリピータを増やすことを進めており、それ
が強みとなりながらも混雑時には対応できない弱みにもなっていました。購入を諦め店を出て行くお
客様をいかに食い止めるかは大きな課題でした。工場側の課題と店舗側の課題を相乗的に解決し、
更に、工場側の製造作業の標準化と多能工化、店舗側の包装作業の標準化と効率化と、多くの課
題を抱えながら、手が付いていない状態でした。

３．課題に対する切り口や取り組み（生産性アドバイザーによる支援活動）
　　最初に工場側、店舗側のそれぞれでビデオ撮影を実施し現状把握に努めました。工場側では、
効率の悪い作業を抽出し、設備導入や標準化による改善を進めました。また、手待ちが多い従業員
を店舗に回し、混雑時に対応待ちのお客様や店舗入りをためらうお客様にもお声がけを行うように
しました。店舗側では、包装等の詳細作業を同じ作業と同じ数量に要する時間測定を複数人に対し
て行い、最も効率的な作業方法を採用し標準作業(トップランナー方式)とし、これを全員でトレーニ
ングすることで多能工の育成を目指しました。他、銘菓の製造復活による利益改善にも取り組みまし
た。県の補助金制度を利用し、工業技術センターの協力の下、干菓子用の乾燥設備の特性調査と導
入を行い、「よろつよ」の約2倍の大きさを持つ「あまくも」の製造の復活に取り組みました。

４．対策による効果　
　乾燥設備が古くなり製造を中止していた銘菓「あまくも」の製造販売が復活したことです。販売は
好調で、適正利益、適正価格で販売できるようになりました。次に、属人性が強かった包装方法を
はじめ従業員の作業が、設備導入や効率的な標準作業を規定することにより均一に生産できるよう
になりました。

５．企業様の声　　
　先代より会社を引継ぎましたが経営状態は芳しくなく、問題点がどこにあるのかどこから手をつけ
れば良いのか手探りで経営改善を進めていました。実際に現場を観てもらい課題を洗い出しPDCA
を回しつつ改善を進めました。引続き、数値に基づいた生産性向上や多能工化に取り組み盤石な経
営基盤を作りたいと思っています。

生産性向上支援事例　～ 株式会社 梅園菓子処 ～
●作業標準化、および工場とバックヤードを問わない多能工化の実施
●新規設備導入と標準化により、一旦途絶えた銘菓の製造を復活
●作業標準化、および工場とバックヤードを問わない多能工化の実施
●新規設備導入と標準化により、一旦途絶えた銘菓の製造を復活

録ビジサポ実 福岡県の中小企業支援機関を紹介します。

＜福岡県中小企業生産性向上支援センター活動状況＞ 令和６年12月末現在
令和４年４月より、デジタル化支援の強化及び新規に宿泊業支援を開始し、現在150企業を支援中です。

生産性向上活動に取り組みませんか？　福岡県中小企業生産性向上支援センター

◆これまでの支援企業数・期間・回数 支援申込み企業
支援完了企業数
支 援 期 間
支 援 回 数

内リピート125社
この中から支援事例紹介
最長35カ月
最長29回

646社
331社
約12カ月
約10回

改善成果の
ポイント

訪問支援回数　19回
（支援期間　27カ月）

改善前のカット作業

改善（設備導入）後のカット作業

フル稼働する乾燥設備

復刻版「あまくも」

Intellectual Property Support Center

福岡県知的財産支援センターでは、INPIT福岡県知財総合支援窓口と連携し、中小企業者の皆様が企業経営の中
で抱える知的財産に関する悩みや課題について、窓口相談や知財専門家等の活用等を通じて総合的に支援します。
このコーナーでは、窓口支援、特許等の活用、地域団体商標などの支援活動をご紹介します。

知財マッチング支援事例　Flower Creation × 株式会社花のチモト

Flower Creation紹介
　Flower Creationの星井　祥染様は、アレンジに不可欠な使い捨て吸水スポンジが大量のプラごみになることを懸念。そ
こで花束がアレンジのように日持ちしたら便利になって用途が広がると考えました。そこで花束の構造が花にダメージを与え
ていることに着目し、研究を積み重ねミラクルデザインブーケ（以下、MDB）として特許と商標を取得しました。

知財マッチング成立に向けて
　生協カタログショッピングにてフラワーギフト商品の紹介事業を展開している星井様は、正月ギフトのMDBを製作していた
だける花屋を模索中に福岡県知的財産支援センターに来訪されました。株式会社花のチモト様にアポイントを取って欲しいと
の依頼があり、星井様に同行いただき花のチモトの中塚社長を訪問しました。
　花のチモト様も正月前だと大量注文も受けやすく新規取引先を探していたこともあり、両社の知財マッチングが成立しま
した。

知的財産支援センターによる支援概要
　星井様より特許実施許諾契約の内容確認の依頼をいただき、内容のご指導をさせていただいただけでなく、花のチモト様
にも利益が得られるビジネス提案書の作成および内容についても併せて行いました。
　特許実施契約の締結（令和６年５月16日）がなされ、知財マッチングの成立に至りました。

関係者インタビュー

Flower Creation ◇所在地：福岡県福岡市中央区薬院2‐2‐17 TEL 090‐7927‐7064
株式会社花のチモト ◇所在地：福岡県福岡市中央区平尾3‐9‐5 TEL 092‐522‐6989

特許流通コーディネーターのコメント（氏名：高橋　啓治）
地域の産業振興において、中小企業の新分野進出・新製品開発は必須といえるが、経営
資源に限りがある中小企業が取り組むにはハードルが高い。その解決策が知財マッチン
グだ。知財マッチング成立のためには、INPIT知財総合支援窓口や知的財産支援センター
などの支援機関が一体となった支援体制の構築が必要だと今回の事例を通して学びまし
た。

花のチモト様
新規事業に取り組みたいと思っていたと
ころにMDBのお話しをいただき、始めま
した。手始めにお正月ギフトを大量注文
いただき、通常の年末多忙時期と重なっ
たこともありましたが、お客様の笑顔を
思い浮かべながら取り組みました。今後
は、来店されるお客様にMDBの良さを
知ってもらいたいと思っています。

Flower Creation 様
MDBの事業を始めたきっかけは、ハウス
テンボスで生花装飾を担当し、その日々の
中で従来の花束やアレンジメントが持つ日
持ちの短さに課題を感じたことがきっかけ
です。
この事業は、花束の価値を高めるだけで
なく、プラスチックごみの削減に寄与する
ことから福岡デザインアワードにも入賞し
ました。（左より）中塚蔵社長、中塚恵様、高橋、星井様

写真内部の花は、花のチモト様製作の
正月ギフトです。
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福岡県からのお知らせ
rom 
Fukuoka 
Prefecture F

【道路交通法の改正】
自転車の危険な運転に新しく罰則が
整備されました。
○運転中のながらスマホ…最大１年
以下の懲役又は30万円以下の罰金
○酒気帯び運転…３年以下の懲役又
は50万円以下の罰金
※お問い合わせ先：福岡県 人づくり・県民生活部 生活安全課（TEL：092-643-3167　FAX：092-643-3169）

【福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例の改正】
道交法改正に伴い、飲酒運転撲滅条例が改正されました。
○条例では、自動車や原動機付自転車と同様、自転車の
酒気帯び運転で検挙された者は「違反者」、警告を受
けた者は「準違反者」として取り扱われ、アルコール
依存症に関する診察や飲酒行動に関する指導を受ける
義務等の対象になります。

「道路交通法」、「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」改正
～自転車の危険な運転の取り扱いが変更！～令和６年１１月１日

（詳しくはこちら）
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〒812-0036
福岡市博多区上呉服町10-1（博多三井ビルディング4F）
TEL 092-710-5670　FAX 092-710-4736

公益財団法人 福岡県中小企業振興センター　https://www.joho-fukuoka.or.jp/
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